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１．内部統制研究プロジェクトの活動

氏 名 所 属 研 究 テ ー マ （ 番号：今回の中間報告の章番号）

主査 清水 惠子 新日本監査法人 ５．茶道とベストプラクティス

歴
史
・
文
化
チ
ー
ム
／
品
質
管
理
チ
ー
ム

三浦 泰史 三浦泰史公認会計士事務所

福田 茂雄 太陽ASG監査法人 ７．神社の持続性

多和田 肇 新日鉱IT株式会社 ８．明治・大正期の鉱工業におけるモチベーションアップ

高橋 明彦 筑波大学大学院 ９．江戸商家に見る内部統制

山下 幸三 ネットソリューションコンサルティング １０．品質向上活動に習って業務の質向上を

植野 俊雄 ＩＳＵ １１．五常(五徳)の心で経営者の自己統制を

宮城 郁美 ＡＳｔａｒ １２．日本的内部統制を実態調査より探る

(1)内部統制研究プロジェクトメンバーと研究テーマ

研究に参加したプロジェクトメンバーと研究テーマを以下に示す。
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１．内部統制研究プロジェクトの活動

(3)活動期間

２００７年７月～２００８年４月 隔月１～２回会合開催を予定。
実績として、会合を7/10、9/12、10/22、1/28、2/25、3/25、4/25に開催した。

１．日本の内部統制について検討する
・ 稟議制度や中間管理職のエンパワーメント
・ 信頼関係を基礎としたゆるやかな管理
・ 融通の利く柔軟性
・ QC運動に代表されるボトムアップからの改善

２．今まで解明されていなかった日本モデルを説明する
３.米国型の内部統制と日本はどう融和するかを検討する
４.ＥＡの全体最適の理念は生かせるかを検討する

(2)内部統制研究プロジェクトの２００７年度研究テーマ
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２．研究の背景とニーズ

金融商品取引法（以下Ｊ－ＳＯＸ法と記述する）が適用され、内部統制への取

り組みが慌しく行われているが、まずは文書化などで形を整えることが優先さ
れているように受け取れる。

日本古来から行われてきた「日本の統制」を活用したほうが、米ＳＯＸの流れか
ら作られたやり方より、日本に適した方法ではないかと感じた。

■ 日本人は相互の信頼感に基づいた性善説の考え方を基本においているので、
特に現場の従業員にとっては、米国流をそのまま受け入れることに対して、これまで
培ってきた相互の信頼関係を否定し、良い面を損なうことにもなりかねず、必ずしも
得策ではないと思われる。

このような状況の中で、日本古来から行われてきた「日本の統制」を探して、
ひも解き、それが現在の企業の内部統制としての活用できないかを研究。

歴史文化チーム 品質管理チーム
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３．日本の内部統制の仮説

従来、言われている日本的とは何かを解明するための仮説
日本的とは、明確なルールや厳格な業務分担がなくても、全体としてうまくいっていることについて、漠然とした縛りでも共通の
認識とか、共通の倫理観等で統制されている

・指揮者がいなくても、日本の音楽（長唄等）は全体にひとつの曲として演奏されている

・自分の担当でなくても、他人のやり忘れや落ち度をカバーして仕事していく気配りとチームワーク

・グループとしての力を制御するポリシーはどのように存在し浸透しているか

・外部イベントに対して各自が反応し並行処理をしながら、大きなポリシーで統率されて全体として動くシステムを想定
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本的とは、明確なルールや厳格な業務分担がなくても、全体としてうまくいっ�て いることについて、漠然とした縛りで共通の認識とか、共通の倫理観等で統制されているのではないかと言うひとつの説を目指したいと思いますが、結果として各自の意見が分かれても、それは許容する研究します

 それは、丁度、指揮者がいなくても、日本の音楽（長唄等）は全体にひとつの曲として演奏されてい自分の担当でなくても、他人のやり忘れや落ち度をカバーして仕事していくと言たグループとしての力ですが、反対に大きなお世話で失敗する可能性もあります。� 私は個人的に組込み系のシステムに興味があり、それそれが外部のイベントに対�し平行して稼動する部分が全体として調和するシステムのような統制であり、� ひとつのコマンドが順番につぎの処理を順次に命令していく絵あんたープライズ�系 の順次処理とは異なる世界と思っています。この並行処理の統合は何らかのポリ シーによって調和を取って処理されることにより、統合される姿に日本的統制の姿を重ねて、いまだ、説明をさ れていない日本的統制を牽引しているであろうポリシーについて解明を目指します 
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４．歴史チームの課題

日本にも内部統制はあるはず

日本の統制の特徴は何か

本当にトップダウンはないのか

なにが統制の鍵か

リスクに該当する言葉、概念は何か？リスク管理はあったはず

成果主義ではない何がやる気の原動力か

歴史の中から探る日本的な内部統制

現時点では歴史の例を調査中である
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
歴史・文化チームは日本的といわれる想定の実態を歴史。文化の研究から解明する
課題は日本の内部統制は本当に無いのか
リスクの概念はなにかリスクの管理に該当するものはなにかを歴史文化研究から紐解いていく、現在は、まだ家庭を立証するための資料集めの段階である
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５．茶道とベストプラクティス

茶道はお茶を点てる機能のベストプラクティス

無駄が無い、重複が無い

その作法をまもればお茶の準備から片づけまで一連の動作がすべ
てできる：但し流派がある
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
茶道をお茶を点てるベストプラクティスとして捕らえる
茶道の作法には、重複や無駄が無い
よくパッケージシステムなどでベストプラクティスといっているが、茶道はお茶の準備から片づけまで一連動作に無駄が無く、また、欠ける動作もない.
型による制約は窮屈で無駄なものと考えるかもしれないが、その動作に無駄はなく、お湯の注ぎ方や茶碗の扱いにも、お湯の温度の調整から、茶碗を割らない、また、敵の攻撃を避けるための部屋の入り口の管理などのリスク管理はある
客をもてなす顧客満足の考えなど
この茶道の研究から日本の内部統制について考える
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６．徒弟制度における内部統制

２．日本の徒弟制度の特徴・・・・どのような内部統制があるのか
・職人気質
職人としての倫理観の育成と教育
・技術の伝承
技を盗め
・技術の漏洩防止
一子相伝
・技術の向上
？？？

１．序論
職人の技能の伝承・・・内部統制があるはず
職人とは・・ある材料から別なものを作り出す特殊な能力をもつ人々

→手でものを作り、生計をなす人々→大量生産には向かない
→中小企業に多い→日本の経済発展の根幹を支えてきた。

→日本の職人の徒弟制度に着目

３．海外の職人の制度の対比による検討
・ギルド
・ドイツのマイスター
・イタリアのマエストロ
・アメリカは？？？？
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７． 神社の持続性

神社持続性の要因
神社持続性の要素として二つ挙げられる。

■一つはスポンサーは誰か。現代でいう企業、投資家がこれにあたる。
■二つ目は神社を支える人々のエートス（意識形態）は何か。
以上の観点から作成した歴史表は、神社を支えた「経済的基盤」と「受容者の規模」を反映させた。

神社の歴史から理解できるように、神社を担ってきた歴史的・文化的 【祭儀】の形態は世界の『文明国』のなか
で珍しいほどの等質性を、遅くも後期古墳時代から現代に至る千数百年にわたって引き続き保持して来たことがわ
かる。

古くから『くに』が深くかかわり、国家が『国家神道』の名の下に神社神道を強制的に利用してきた側面があった
としても、そこには、神社神道を受容してきた日本人の「よろずの神」＝神木から神石に至る様々な自然物象をそ
のまま神とする素朴な信仰心があった。

神社神道は、理論的経典がなく、個人の強い信仰を必ずしも要求しない。

ところが西洋のキリスト教は、人間が生まれながらにして罪深く、キリストに帰依することによって、永遠の命を
施され救われるとする。

神主の簡易なお払いによって汚れを清めることで良しとする神社は、現代なお、ごりやく（利益）にあずかろうと
する日本人の信仰心を集めている。
初詣や七五三は、生活習慣として根付いている。
地鎮祭、家内安全、商売繁盛、受験祈願・豊作大漁など
各種祈願に、何千万の日本人が神社を参拝し、
ビジネスとして成立している。
その意味で伊勢神宮は、「神宮庁」が戦後に廃止されたにも
かかわらず、残存させて全国の神社のビジネスを支えてきた。

参考文献
（１）丸山眞男『日本の思想』（岩波新書、１９６１年）
（２）末木文美士『日本宗教史』（岩波新書、２００６年）
（３）梶村秀樹『朝鮮を知る辞典』（平凡社、１９８６年）
（４）上山春平『日本「神社」総覧』（新人物往来社、 平成４年）
（５）坂本是丸『近代の神社神道』（弘文堂、 平成１７年）
（６）森茂起『埋葬と亡霊』（人文書院、２００５年）
（７）全浩天『古代朝日関係史ノート』（そしえて、１９８５年）

 
©2008　JSSA-システム監査学会-「内部統制」研究プロジェクト　All right reserved.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【大意】　3,800社にも及ぶ日本の上場企業が内部統制を実施する上でのメリットに対して、多くのコンサルタント会社は先行投資である点を強調している。ところが中堅企業（経済産業省の定義によれば、３００名以下の従業員＝１、234社(31%)は、円高と原料の高騰により、内部統制に投資できないのが現状である。このような環境下において、日本の内部統制を形骸化させることなく、神社の持続性から学べる要員を考察してみた。
結論として、第一には、中堅企業はスポンサー＝投資家に企業の永続瀬を評価できるガイダンスの構築を社内のみならず、神社のように地域の特性に応じた社会的役割を果たす。第二には、神社のような神祇崇拝（簡単なくじ）によるＩＳの内部統制モニタリングツールの提供が望まれる。即ち、中堅企業の経営者が自ら内部統制＝財務諸表のリスクをモニタリングし、改善活動結果が表示されるツールの構築・開示を監査法人と構築する。
はじめに
日本の内部統制を考える上で「神社の持続性」を取上げた理由として、第一に、幼児の頃から遊び場となっていた神社が、大きな神宮のように神主さんが在住しているわけでもなく、持続してきた理由を神社の歴史をたどることによって探ってみたかったこと。第二には、日本の内部統制を持続させる上で、神社の持続性から学べることはどのような要因をあげることができるのか考察してみたかったこと。
１．【目的】
本稿レジメの目的は、「神社の持続性」から日本の内部統制の課題を考察することである。
２．【アプローチ】
歴史を通して不変の何か（永続性＝持続性）を想定する場合、むしろそれを肯定的に見る立場に多い。日本精神とか，神道の精神を古来不変のものとみなすのは、丸山真男が仮定した日本的な「古層」や、加藤周一の「雑種文化」論の仮説を立てて実証しようとするアプローチになってしまう。ここではそのような事務的社会科学的発想よりも、見える神社の歴史的流れから日本の内部統制の方向性を問う形にした。
３．【神社の歴史】
　省略
４．神社持続性の要因
　本スライド
5．日本独自の内部統制について
　次スライド
むすび
　次々スライド
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７． 神社の持続性
日本独自の内部統制について

米国の内部統制制度＝ガイダンス の持続性には、
キリスト教の厳密な教理、聖職者と信徒関係による信仰告白の様式が反映している。

日本の内部統制ガイダンス の持続性には、
ごりやく（利益）さえあれば受容する日本的合理精神が内部統制に反映される独創性が望まれている。

それは、あたかも「企業価値」が企業の決算短信から評価されるのでなく、
企業の持続性＝永続性を元に各投資家に循環するキャシュフローによって評価される現在価値と類似してい

る。

従って３，８００社以上に及ぶ上場企業が企業の永続性を評価・担保する内部統制にご利益があるガイダンス
構築を提供できること。

神社のように神祇崇拝（簡単なくじ）によるＩＳの内部統制ツールの提供が望まれる。

即ち、アクセスすれば統制結果が表示されるとか、その他、企業の永続性を表示するＣＳＲ（地域社会貢献度）
等々の付加価値を内部統制基準で採用する。

日本の企業では、性善説に基づいて、職務分掌の分離を図っていない部門を多くみかけるが、内部統制の補
完措置によって対応できる企業レベル・規模に対応した内部統制ガイダンスも望まれる。

金融業も製造業もグローバル化の名において等しい内部統制ガイダンスでがんじがらめにするのでなく、補完
措置により独自の対応ができる創造性の発揮が現実的ではなかろうか。
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７． 神社の持続性
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８． 明治・大正期の鉱工業におけるモチベーションアップ

仮説：日本が近代化した明治・大正期においてどのように従業員のモチベ
ーションアップが行われたのか考察すると、内部統制という点において現
代に適用できることがあるのではないか。

(1) 明治・大正期の鉱工業に着目した理由
￭日本の旧来型の経営の枠組みと西洋的な枠組みがぶつかり合った中で、それらを止揚して実際の経営を行っていたと思
われる。
￭ モデルとして選んだ企業は新興財閥の祖を築いた企業であり、旧来の財閥であった企業よりも典型的に日本の近代化が

表現されていると考えた。

(2) モチベーションアップのモデルケース
￭当該企業で明治末期から大正初期に行われた煙害への取り組みを取り上げる
￭現代から見ると時代的な限界はあったにせよ、科学的な手法により、状況を改善する方策を立て、日本
人技術者の手によって達成した。
￭ このことにより、企業内に経営者と従業員の間に行動規範が共有され、地域住民と共同して事態に対処

することにより相互に信頼感が生じ、地域と企業の関係の確立が企業の行動規範として確立されたと考え
られる。
￭ 公害対策というややもすれば「国が決めた基準で最低限実施すればよい」という発想に陥りがちである
が、企業自らの規範によって対処したことで従業員のモチベーションがアップした。

(３) 今後の課題
￭今回考察した明治・大正期における企業のモチベーションアップのケースから、思想的な背景を考察し、
現代に適用可能な点があるのかを考察することは今後の課題である。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　日本の明治・大正期の鉱工業におけるモチベーションアップというテーマを選択しました。テーマを考察することによって、日本の独自性を維持した形で、近代の企業においてモチベーションアップが行われた歴史を振り返ることができるからです。
　今回はモデルケースとして実際にある企業で明治から大正期に行われた煙害への取り組みを取り上げました。 経営者のリーダーシップとそれにこたえた従業員によって、当時としては科学的な手法により、状況を改善する方策を立て、日本人技術者の手によってそれを達成しました。これで経営者が企業の行動規範を示し、従業員のモチベーションがアップして、地域の住民にも企業が「共生できる相手である」と示しました。
　今後の課題としては、今回のケースの思想的な背景の解明により、現代の内部統制の構築を日本企業で違和感なく行う思想的な基盤を検討することです。
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９．江戸商家に見る内部統制

＜テーマ＞江戸時代商家では
店の秩序維持はどのようになされていたのか？

＜商家の構成＞
１）商家の構成員 → 「旦那」と「番頭」「手代」「子供」
２）商家に奉公するとは → 商家という「家」との関係 「就家」
３）商家の類型

→ 「旦那」の関わりに見る「白木屋」と「越後屋」

＜商家と外部との関係＞
４）商家での秩序維持

→ 「掟」と内部完結型の統制 「自警組織」
５）商家存続の脅威は？ → 公儀との関係
６）株に基づく商家権益の維持 → 公儀と仲間の関係
７）沙汰とは？ → 公儀による沙汰 「表沙汰」
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９．江戸商家に見る内部統制

＜考察の視点＞
・江戸時代の商家の内部秩序維持のあり方から見えてくる
現代との相似点と相違点

・組織にとっての脅威とは何か？

・組織の意志の具有する「旦那」の類型の差異から
どのような違いがあるのか？

・「旦那」の示す意思の枠組みは、

どのように実際統制に反映したのか？

＜手順＞
・「旦那」の関わりに見る「白木屋」と「越後屋」を着眼点として、

前期に「白木屋」を取り上げ、

後期に「越後屋」の史料を考察することとしたい。

15
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１０．品質向上活動に習って業務の質向上を

仮説：業務の質向上によって、内部統制以上の効果を生むはず

(a) 統制でなく、“業務の質” の向上を支援
￭ 内部統制目標を「業務の質目標」に転化する。
￭ 従業員を統制しない、業務の質向上の目標達成を支援する。
￭ 結果でなく業務プロセスの質向上を評価する。
￭ キーコントロールは、「業務の質工程表」の重点管理項目
(コントロール)として設定する。

￭ 従業員は、担当する業務プロセスの質目標を設定・達成し、
さらに継続的に改善する。

(b) 監視でなく、自発性、自立性を促進
￭ 従業員が自ら「業務の質目標」を設定し自発的、自律的
に活動する。

￭ 従業員の動機付け、意識向上、働きがいを醸成する。
￭ 経営者と従業員が世のため人のためという価値観、
行動規範（企業文化）を共有する。

￭ 発見的でなく予防的措置を重視して促進する。

(c) 管理でなく、チームワークによる啓蒙、監視、改善活動を重視
￭ 職場の小集団での啓蒙活動、相互監視、改善活動を促進する。
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１０．品質向上活動に習って業務の質向上を

検証：業務の質向上によって、製品・サービスの品質が向上した

(1)業務の継続的改善で質向上が行われる労働環境

会社人間(終身雇用)、ジェネラリスト化、性善説、姿勢(モラール)重視の評価

(2)意思決定･業務遂行方法

合議による意思決定･情報共有、共同作業、現場主義、従業員の自発性、改善活動

(3)業務の質の管理

質の高い仕事に対する価値観(職人気質)、従業員の自発的な改善、
質の作り込み(予防的な対策)

日本の現場では、設計・製造・サービスの業務の継続的な改善活動を行い、業務の質向上した
ことによって、高品質な製品・サービスの提供に寄与している。

検証：日本の現場で、業務の継続的な改善で質向上が行われる背景

次の表に、業務の質に関係する日本の考え方及び欧米との比較を示す。
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１０．品質向上活動に習って業務の質向上を

日本的 欧米的

品質管
理の
原則

品質を作り込む
（不良品を出さない）

検査して不良品を排除

次工程はお客様 最終工程で独立検査

物理的（現場主義） 理論的（机上テスト）

進め方

自発的（従業員） 強制的

品質文化（品質への
価値観・行動規範）

プラクティス

創意・工夫 標準化

予防的 発見的

改善 改革

継続的 単発的

人

性善説（信頼） 性悪説（罰則）

勤勉 柔軟

和（チーム） 競争（個人）

会社人間（終身雇用） 短期的雇用関係

ジェネラリスト スペシャリスト

一般社員 プロフェッショナル

日本的 欧米的

評価
取組姿勢重視 結果重視

経歴・人物 テスト・資格

教育・訓練
上意下達、

自発的勉強会
育成プログラム

判断基準
裁量（常識的） 目標・基準

連続アナログ的 白黒・デジタル的

統制
統制してはいけ
ない、刺激を与え

るだけ

ルール化して
統制

調整 人手 自動化

決着の
つけ方

和解（玉虫色） 訴訟（白黒）

意思表示・
伝達

暗黙的 明示的

業務の質に関係する日本の考え方及び欧米との比較
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１１．五常(五徳)の心で経営者の自己統制を

仮説：経営者の心を統制すれば、経営も現場も自己統制される

＜経営者の理念＞
良い製品・サービスの
提供で顧客に喜んで

もらう

＜経営者の理念＞

利益至上主義

無理な売上・利益目標
経営者としての名声欲

経営者の姿勢の問題 経営者の心を統制要

＜現場意識＞

コストより品質優先
職人意識・こだわり

＜結果＞
高い品質の

製品・サービス

＜現場意識＞

無理なコスト削減

目標達成が目的化

＜結果＞

良くない製品・サービス

架空売上・粉飾
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１１．五常(五徳)の心で経営者の自己統制を

検証１：儒教の五常(五徳：仁・義・礼・知・信)、
聖徳太子の和の精神などの影響により、

チームで協力し、
主(あるじ)の期待に応える仕事をする

ことに喜びを持つ

東洋文化・儒教の基づく日本的な統制
■集団性・共認性
■儒教の五常「仁・義・礼・知・信」によって自身の行動を正す
■人を信じ行為を疑わない(性善説) 
監査はしないか、しても人を見る程度

■合議性による合意形成による共同目標
目標設定による 団結の強化

■集団生活による協調・協同作業
全員での目標達成努力

■仲間意識による情報共有
集団生活により仲間の相互監視によるけん制

検証２： 経営者が社員の心をとらえ
期待・信頼することで、

現場は期待に応える成果を発揮

(a)経営者が心をとらえ、従業員に対して期待・
信頼することで、
(b)従業員はやる気になり、使命感が醸成され、
信頼できる仕事を行う
(c)顧客の期待を理解し、作業を自己点検し、期
待を上回る成果を出そうと、自己統制する
(d)チームワークによって、各人に蓄積された能
力を集めて、集団として高い能力を発揮

(a) (b)

(c)
(d)

(a)

(b)
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１１．五常(五徳)の心で経営者の自己統制を

五徳
(五常) 意 味 商品・ｻｰﾋﾞｽ・経営の質 財務会計の信頼性

仁

・自分を愛し
・身近な人間を愛し
・広く人を愛する
・人を思いやる
・同情心

お客を喜ばす 適正価格 販売・受注・売上価格は適正か

チーム制
大部屋主義
仲間との和

会社家族主義

情報共有 合議されているか
社内の透明性が高いか

適正仕入れ 仕入れ価格・委託料は適正か

社員への適正報酬 給料は労働に見合って支払われているか

家族の幸せ 役員への適正報酬 役員報酬は利益に見合ったものか

義 ・正義を貫く
・正義感

偽らない 偽らない
正確

金額･時期･科目･適用に誤りはないか
粉飾はないか

創業者の心を尊ぶ・のれん 会社を潰さない 健全経営か､無理はないか､要改善点が放置されていないか

株主に対する感謝 正直（赤字でも） 株主への報告に漏れ･誤り･偽りがないか

礼
・礼を尽くす
・秩序を与える礼儀・礼節
・社会的節度

社会秩序を乱さない 一貫性 一貫性ある会計方法か
資産の評価は適正か

株主への配当 適正配当 適正な配当か

智
・人や物事の善悪を
正しく判断する知恵
・学問に励む
・道徳的分別

良い機能・良い品質
品質の作り込み
信頼のブランド

適正利益の確保
付加価値を生み出しているか
事業は適正利益を生み出しているか
過当な値引き営業をしていないか

技術を磨く
職人気質
改善

適正な経営判断 永続性ある事業を目指して、技術開発しているか

仕事に誇り
己を展ばす 財務の健全化 収支バランスは適正か

キャッシュフローは適正か

集団とし力量を発揮 合議と作業協力 皆で知恵を出し合い決定し、皆で協力して作業しているか
（情報共有､共同作業､牽制）

信
・心と言葉・行いが
一致し嘘がないこと
・人に信頼される
・人のもつ価値

良い製品・サービス提供の理念
正確な情報を提供

信頼を裏切らない
誤りのない

入金･支払･発生費用･評価の金額、時期、科目、その他適用に
偽り・漏れはないか
利益供与･裏金･横領はないか

安定した財務体質 資金・資産の額・評価は適正か

信頼される人になる
事業継続 適正な引当が行われているか

仮説：五徳で経営者に縛りを与えられ、製品・サービスも財務も高信頼へ
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１２．日本的内部統制を実態より探る

仮説：米ＳＯＸをベースにしたJ-SOXの内部統制でも、
日本的な統制と融合させて日本流に上手く運用できるはず

検証(1)J-SOXの枠組みについて、
◇米ＳＯＸでは監査人が直接内部統制の有効性について意見を表明するのに対して、日本では、経営
者の評価結果が妥当で有る事に対して監査人が意見を表明する。 （日本では、ダイレクトレポーティ
ングが不採用）

◇枠組みでは、ＣＯＳＯにはない「資産の保存」や「ＩＴへの対応」が日本では追加されている

等が上げられる。

このような特徴は、“日本的な統制” を融合したものといえる。

検証(2)企業での取り組みについて、
各種企業を訪問し、体制面等内部統制に係わる調査をしてみた。（次スライド）

◇組織としては、内部統制委員会、ＣＳＲ委員会等、各社によってポリシーの違いにより名称が異なる
が、何らかの体制が社長の元に組織されて、トップダウンで組織化され取り組まれていた。

◇統制（コントロール）は、セルフコントロール等の穏やかなコントロール等を採用している。日本的な
考えの “セルフコントロール” を、米国的な内部統制の考えと、融和させていた。

◇ 日本の特性である資産の保全への取り組み

これらは、米国的な内部統制に“日本的な統制” を融合したものといえる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年発表した、日本的内部統制の顕著な例として稟議もフロー化して行なっている例を展開したが、
他にも日本的な内部統制の特徴が無いか調査してみた。
公共、製造、通信、流通、保険等の各企業の実例を元に行った。
また、アンケート調査の結果については、ＪＩＰＤＥＣ「ＩＴと内部統制に関する調査研究報告書」19年度3月版を参照

１．まず調査する前の前提条件－基本的な違いについて
１－１．アメリカの内部統制評価・監査制度と日本との違い
アメリカ→監査人が直接内部統制の有効性について意見を表明する
日本→経営者の評価結果が妥当で有る事に対して監査人が意見を表明する
この為　経営者のトップダウンアプローチになっているが、これが日本の風土に合致している。
１－２．基準の比較
アメリカのデフェクトスタンダードは、ＣＯＳＯの内部統制フレームワークである。
日本の特性は、なんといってもＣＯＳＯの構成要素には無い６つめの「ＩＴへの対応」がある事である。
また目的に「資産の保全」が追加されている。
日本のＩＴ統制の統制目標は、有効性、効率性、準拠性、信頼性（正当性、完全性、正確性）、可用性、機密性
業務処理統制の統制要件は、実在性、網羅性、権利と義務、評価の妥当性、表示の妥当性である。
ＩＴの統制目標とアサーションの関係　→　　完全性 網羅性、期間配分の適切性
完全性　→　網羅性　基幹配分の適切性
正確性　→　実在性、評価の妥当性、期間配分の適切性、表示の妥当性
正当性　→　実在性、権利と義務の帰属、評価の妥当性
ＣＯＳＯの場合は、そのかわりにＩＴ統制に完全性（網羅性）が追加されている。
等である。
日本の基準の方が後発な分だけ色々の経験値による配慮や研究がなされている。

２．調査結果
上記基本的違いを踏まえた上で日本の企業を訪問調査して各種比較などを実施してみた結果
トップダウンアプローチは、組織体系として行なわれている、また　文書の完了報告等でも全てのプロセスについて
プロセスオーナー　→　社長に提出するようになっている。
等　が顕著に見られた。
資産の保全についても職務分離表等で別記している等のアプローチ方法で整理されている。
という事で　上記が確かに日本的な特徴といえる事が調査の上から明らかになった。

＜続きは次スライドのコメントへ＞
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１２．日本的内部統制を実態より探る

日本的統制の調査結果例
１．コントロール（発生するリスクと統制の関係）

2．.資産保全（職務分掌表）
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